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本
　
和
　
明

は
　
じ
　
め
　
に

か
つ
て
の
芝
居
見
物
は
、
「
芝
居
茶
屋
」
を
介
し
て
行
く
の
が
一
番
贅
沢
な
方
法
だ
っ
た
。

　
茶
屋
で
朝
飯
を
し
た
・
め
る
人
た
ち
も
珍
ら
し
く
は
な
い
。
芝
居
で
は
着
到
の
太
鼓
を
打
っ
て
る
る
。
茶
屋
の
二
階
で
着
到
の
太
鼓

　
を
聴
く
気
分
は
芝
居
好
き
に
と
っ
て
実
に
堪
ら
な
く
嬉
し
い
も
の
だ
っ
た
さ
う
で
あ
る
。
充
分
休
憩
し
た
の
ち
、
茶
屋
の
若
い
衆
に

　
案
内
さ
れ
、
茶
屋
の
客
に
限
ら
れ
る
紅
白
の
緒
の
草
履
を
は
い
て
芝
居
に
入
る
。
そ
れ
も
鼠
木
戸
か
ら
で
は
な
い
、
特
別
な
広
い
入

　
り
口
が
あ
る
の
だ
。
茶
屋
の
客
が
行
く
の
は
、
桟
敷
か
高
土
間
と
い
ふ
高
級
な
席
に
き
ま
っ
て
み
る
。
（
略
）
若
い
衆
は
、
左
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ば
こ

　
持
っ
て
る
た
赤
い
毛
競
を
、
穴
番
に
割
り
当
て
ら
れ
た
座
敷
へ
敷
き
、
莫
盆
に
は
「
絵
本
」
と
「
紋
番
附
」
と
「
鵬
鵡
石
」
と
が
挟

　
ん
で
あ
る
。

渥
美
清
太
郎
の
随
筆
『
歌
舞
伎
大
全
』
（
昭
和
十
八
年
四
月
・
新
大
衆
社
、
十
七
頁
）
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
記
述
が
な
さ
れ
た
昭
和
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六
八

十
八
年
当
時
、
大
阪
の
聖
堂
堀
な
ど
に
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
も
の
の
、
芝
居
茶
屋
を
通
じ
て
の
観
劇
法
は
東
京
で
は
消
滅
し
て
い
た
と
言

う
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
文
化
が
東
京
で
も
色
濃
く
残
っ
て
い
た
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
、
恐
ら
く
は
若
い
衆
が
煙
草

盆
に
挟
ん
で
客
人
に
渡
し
た
、
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
一
書
で
あ
る
。

　
演
目
の
「
松
栄
千
代
目
神
徳
」
は
、
西
洋
建
築
新
藁
座
の
開
場
式
の
余
韻
を
受
け
、
明
治
十
一
年
六
月
十
日
か
ら
七
月
二
十
一
日
ま
で

上
演
さ
れ
た
。
徳
川
家
康
の
前
半
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
綴
っ
た
二
代
目
河
竹
新
七
（
後
の
黙
阿
弥
）
に
よ
る
「
活
歴
」
で
、
近
代
歌
舞
伎

の
大
き
な
転
換
点
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
演
目
で
あ
る
。
そ
の
正
本
写
に
二
種
あ
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
で
述
べ
て
い
る
（
「
正
本
写

『
松
の
栄
千
代
田
の
神
徳
』
の
周
縁
」
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
第
三
二
号
・
平
成
十
八
年
二
月
）
。
紹
介
す
る
資
料
は
そ
れ
と
は
別
に
、

拙
稿
執
筆
以
降
新
た
に
見
い
だ
し
た
も
の
で
、
石
川
巌
『
明
治
初
期
戯
作
年
表
』
、
山
口
武
美
『
明
治
前
期
戯
作
本
書
目
』
、
渥
美
清
太
郎

「
歌
舞
伎
小
説
解
題
」
（
早
稲
田
文
学
二
六
一
号
）
に
も
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
紹
介
三
々
、
先
の
拙
論
の
補
い
た
い
と
思
う
。

資
　
料

瞥

　
ま
ず
、
今
回
紹
介
す
る
『
松
栄
千
代
田
神
徳
』
（
以
下
、
区
別
す
る
た
め
に

項
を
記
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
翻
刻
は
後
に
掲
載
し
て
い
る
。

「
新
出
本
」
と
す
る
）
に
つ
い
て
、
簡
単
に
書
誌
的
な
事

ま
つ
の
さ
か
え
ち
よ
だ
の
し
ん
と
く

松
栄
千
代
田
神
徳

①
書
名
は
表
表
紙
題
に
よ
る
。
見
返
し
で
は
「
松
の
栄
千
代
田
の
神
徳
」
。

②
ジ
ャ
ン
ル
書
型
等
　
正
本
写
。
縦
十
七
・
五
糎
×
横
十
一
・
七
糎
。
」
冊
。

③
刊
行
年
　
明
治
十
一
年
六
月
十
四
日
御
届
（
奥
付
に
よ
る
）
。
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④
作
者
名
・
画
工
等
　
守
川
周
重
（
音
次
郎
）
筆
画
（
表
紙
な
ら
び
に
奥
付
に
よ
る
）
。

⑤
序
蹟
　
ナ
シ
。

⑥
出
版
人
　
市
川
か
ね
。

⑦
柱
題
　
「
お
く
が
は
」

⑧
構
成
　
摺
付
表
紙
、
見
返
し
、
「
俳
優
連
名
」
半
丁
、
口
絵
一
丁
、
本
文
八
丁
半
、
奥
付
（
劇
場
茶
屋
名
）
、
後
ろ
表
紙
。

⑨
所
蔵
　
禾
口
庵
文
庫
。

山本和明

　
新
出
本
の
特
徴
と
し
て
、
一
冊
物
で
あ
る
こ
と
、
巻
頭
に
「
俳
優
連
名
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
奥
付
に
芝
居
茶
屋
の
名
が
あ
が

っ
て
い
る
こ
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
文
章
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
の
正
本
写
に
つ
い
て
は
、
上
演
と
同
時
に
競
争
的
に
公
に
さ
れ
て
い
た
錦
食
堂
大
倉
孫
兵
衛
版
な
ら
び
に
山
松

堂
山
村
金
三
郎
版
が
あ
っ
た
（
前
掲
拙
稿
参
照
）
。
前
者
は
仮
名
垣
熊
太
郎
編
、
久
保
田
彦
作
序
、
蜂
須
賀
国
明
画
。
後
者
は
篠
田
仙
果

録
、
同
序
、
揚
州
周
延
画
。
と
も
に
上
中
下
巻
三
冊
で
あ
る
。
序
文
も
有
し
、
奥
付
に
は
出
版
広
告
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
と
も
に
書

舜
を
通
じ
て
売
り
捌
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
今
回
紹
介
す
る
新
出
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
新
出
本
は
、
お
そ
ら
く

奥
付
に
茶
屋
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
芝
居
茶
屋
で
主
導
で
つ
く
ら
れ
た
「
絵
本
」
と
目
さ
れ
る
。
渥
美
清
太
郎
の
見
解
に
従
え

ば
「
菊
半
折
ぐ
ら
み
な
小
版
で
し
て
、
絵
ば
つ
か
り
の
説
明
で
、
側
に
極
あ
ら
っ
ぽ
い
配
役
が
つ
い
て
ゐ
」
た
も
の
を
「
絵
本
」
と
す
る

が
（
渥
美
前
掲
書
七
六
頁
）
、
明
治
の
頃
に
は
様
々
な
試
行
錯
誤
が
な
さ
れ
て
い
た
。
以
下
、
岡
本
綺
堂
の
随
筆
か
ら
一
例
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。

　
　
　
む
か
し
は
番
附
の
ほ
か
に
絵
本
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
は
番
附
を
書
き
直
し
て
、
幾
枚
か
の
小
さ
い
綴
本
に
し
た
も
の

　
　
で
、
劇
場
内
で
用
い
る
憲
章
は
皆
こ
の
絵
本
に
限
ら
れ
て
い
た
。
普
通
の
↓
枚
刷
の
番
附
で
は
大
き
く
て
不
便
な
た
め
で
あ
ろ
う
。
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七
〇

　
　
し
た
が
っ
て
一
枚
刷
の
番
附
は
前
に
い
っ
た
よ
う
に
芝
居
茶
屋
や
出
方
が
客
さ
き
へ
配
る
か
、
又
は
辻
番
附
と
唱
え
て
市
内
の
辻
々

　
　
や
湯
屋
髪
結
床
な
ど
へ
広
告
用
に
懸
け
て
置
く
だ
け
の
こ
と
で
、
芝
居
見
物
に
行
っ
た
場
合
に
は
、
別
に
彼
の
絵
本
を
う
け
取
る
こ

　
　
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
絵
本
の
特
色
は
、
狂
言
の
名
題
や
役
割
以
外
に
、
狂
言
作
者
や
、
チ
ョ
ボ
の
浄
瑠
璃
を
語
る
太
夫
や
、
長
唄
の
］
座
や
、
そ
れ
ら

　
　
の
連
名
を
記
入
し
て
あ
る
こ
と
で
、
普
通
の
番
附
に
は
狂
言
作
者
の
名
な
ど
を
記
さ
な
い
の
が
例
で
あ
る
。
（
略
）
そ
の
絵
本
は
江

　
　
戸
時
代
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
た
が
、
活
版
が
ひ
ろ
く
行
わ
れ
る
に
連
れ
て
、
明
治
十
五
六
年
頃
か
ら
筋
書
と
い
う
も

　
　
の
が
新
た
に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
文
字
通
り
に
、
狂
言
の
筋
書
を
簡
単
に
書
い
て
、
彩
色
の
似
顔
絵
の
表
紙
を
附

　
　
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
従
来
の
絵
本
が
廃
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
番
附
の
ほ
か
に
絵
本
と
筋
書
が
暫
く
相
並
ん
で
行
な
わ

　
　
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
絵
本
と
筋
書
は
や
や
重
複
す
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
、
絵
本
は
い
っ
か
衰
え
て
筋
書
の
み
が

　
　
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
（
旺
文
社
文
庫
版
「
明
治
劇
談
ラ
ン
プ
の
下
に
て
』
「
番
付
と
絵
本
」
五
〇
～
五
二
頁
）

　
「
明
治
十
五
六
年
頃
」
の
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
活
版
主
流
に
な
る
以
前
の
段
階
か
ら
お
そ
ら
く
試
行
錯
誤
は
起
こ
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
巻
頭
の
「
俳
優
連
名
」
や
本
文
中
の
「
目
出
度
謡
ふ
て
幕
」
「
道
具
廻
っ
て
」
「
薄
ド
ロ
ー
に
て
道
具
替
と
」
と
い
っ
た

表
現
、
さ
ら
に
末
尾
の
「
千
歳
万
秋
大
々
叶
」
と
の
寿
ぎ
の
言
葉
で
閉
じ
て
い
る
点
も
含
め
て
、
単
独
の
読
み
物
と
言
う
よ
り
は
鑑
賞
の

補
助
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
よ
う
。
構
成
上
、
一
冊
物
十
丁
仕
立
と
い
う
点
で
も
、
一
冊
九
丁
三
冊
物
で
あ
っ
た
他
二
種
「
松
栄
千

代
田
神
徳
」
と
は
異
な
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
体
裁
が
、
新
出
本
に
は
備
わ
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
奥
付
に
連
な
る
茶
屋
の
中
で
「
東
側
減
分
」
に
あ
る
「
菊
岡
」
は
、
綺
堂
の
随
筆
に
も
登
場
す
る
有
名
な
芝
居
茶
屋
で
あ

っ
た
と
思
し
い
。

　
　
　
新
富
裕
見
物
の
こ
と
は
私
も
た
し
か
に
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
日
は
三
月
の
九
日
で
、
時
間
ま
で
は
さ
す
が
に
お
ぼ
え
て
い
な
い

　
　
が
、
何
で
も
朝
飯
を
食
っ
て
し
ま
う
と
、
早
々
に
着
物
に
着
換
え
さ
せ
ら
れ
た
の
を
思
う
と
、
お
そ
ら
く
午
前
八
時
頃
か
ら
繰
り
出
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し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
略
）
ゆ
き
着
い
た
芝
居
茶
屋
は
菊
岡
と
い
う
家
で
、
わ
た
し
は
こ
こ
で
袴
を
脱
が
さ
れ
た
。
父
は
最

　
　
初
か
ら
袴
を
穿
い
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
茶
屋
の
若
い
者
に
案
内
さ
れ
た
場
所
は
、
西
の
桟
敷
で
あ
る
こ
と
を
後
に
知
っ
た
。
狂
言
は
一
こ
れ
も
後
に
知
っ
た
の
で
あ
る
が

　
　
1
一
番
目
「
赤
松
重
富
梅
白
旗
」
中
幕
「
勧
進
帳
」
二
番
目
「
人
間
万
事
金
張
中
」
で
（
略
）
小
屋
の
表
に
は
座
主
や
俳
優
へ
寄
贈

　
　
の
幟
が
た
く
さ
ん
に
立
て
ら
れ
て
、
築
地
の
川
風
に
吹
か
れ
て
い
る
。
座
の
両
側
に
も
（
山
本
注
－
大
東
出
版
本
に
は
加
え
て
「
向

　
　
う
側
に
も
」
あ
り
）
芝
居
茶
屋
が
軒
を
な
ら
べ
て
、
築
地
橋
か
ら
座
の
前
を
通
り
ぬ
け
た
四
つ
角
ま
で
殆
ど
み
な
芝
居
茶
屋
で
あ
っ

　
　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
書
「
新
富
座
見
物
」
二
二
～
二
五
頁
）

　
こ
こ
に
言
う
新
富
座
両
側
に
「
軒
を
並
べ
た
芝
居
茶
屋
」
は
、
そ
の
ま
ま
奥
付
記
載
の
「
劇
場
茶
屋
」
に
「
東
側
面
分
」
「
西
側
国
分
」

と
し
て
記
載
さ
れ
る
茶
屋
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
記
載
の
あ
り
方
か
ら
当
時
の
茶
屋
の
格
式
を
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と

な
っ
て
い
る
。

補
記
と
し
て

　
さ
て
、
内
容
に
立
ち
入
っ
て
考
え
て
み
る
。
拙
論
を
踏
ま
え
、
特
に
二
点
ほ
ど
補
っ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
そ
の
表
記
に
つ
い
て
。
拙
稿
に
て
、
錦
栄
区
大
倉
孫
兵
衛
版
の
正
本
写
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
触
れ
た
箇

所
が
あ
る
。

　
　
今
回
考
察
の
『
松
の
栄
』
は
、
正
本
写
に
お
け
る
漢
字
か
な
交
じ
り
ル
ビ
附
の
魁
で
あ
る
が
（
渥
美
清
太
郎
「
歌
舞
伎
小
説
解

　
　
題
」
）
、
そ
の
大
倉
屋
こ
そ
が
漢
字
振
り
仮
名
付
き
の
い
わ
ゆ
る
「
明
治
式
合
巻
」
を
生
み
出
し
た
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
室
』
と
同
じ

　
　
刊
行
書
騨
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
以
後
、
正
本
写
は
、
他
の
亡
君
刊
行
の
も
の
も
、
多
く
ル
ビ
付
に
変
わ
っ
て
い

七
一
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七
二

　
　
く
わ
け
で
、
『
松
の
栄
』
刊
行
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拙
論
二
〇
二
頁
）

　
「
漢
字
振
り
仮
名
付
き
」
と
い
う
点
で
は
新
出
本
も
同
様
で
あ
る
。
拙
論
に
て
触
れ
た
渥
美
清
太
郎
「
歌
舞
伎
小
説
解
題
」
で
は
錦
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

堂
大
倉
屋
孫
兵
衛
版
「
松
の
栄
千
代
田
神
徳
」
に
つ
い
て
、
「
同
年
新
富
座
上
演
、
黙
阿
弥
同
名
題
の
狂
言
を
綴
る
。
仮
名
垣
魯
文
編
、

　
マ
マ
　

峰
須
賀
国
明
画
、
錦
栄
堂
版
。
挿
絵
（
山
本
注
－
正
本
写
本
文
の
こ
と
）
に
あ
る
通
り
、
こ
の
時
か
ら
ル
ビ
附
の
字
に
な
っ
た
」
と
表
現

し
て
い
た
。
錦
栄
堂
版
の
奥
目
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
六
月
五
日
に
出
版
御
届
が
な
さ
れ
、
新
出
本
は
十
四
日
御
届
と
、
そ
の
先
後

関
係
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
「
正
本
写
に
お
け
る
漢
字
か
な
交
じ
り
ル
ビ
附
の
魁
」
と
し
て
大
倉
屋
孫
兵
衛
版
を
位
置
づ
け
た
点
は
、

新
出
本
の
出
現
に
よ
っ
て
少
し
ト
ー
ン
を
下
げ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
勿
論
、
こ
の
時
期
に
そ
の
文
体
の
転
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
そ
の

ま
ま
許
容
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
。

　
次
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
密
使
へ
の
命
名
の
こ
と
で
あ
る
。
拙
論
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　
　
意
外
な
こ
と
に
同
じ
演
目
を
素
材
と
じ
な
が
ら
『
松
の
栄
』
と
山
松
堂
版
『
松
栄
千
代
田
神
徳
』
と
で
は
同
じ
配
役
で
も
役
名
が
全

　
　
く
異
な
っ
て
お
り
、
『
松
の
栄
』
で
は
「
修
験
者
玄
敬
」
、
山
松
堂
版
で
は
「
か
う
し
う
の
ま
は
し
も
の
快
典
」
と
あ
り
、
挿
絵
に
も

　
　
「
快
」
の
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
は
、
四
三
姦
盗
風
土
記
』
の
中
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
抜
粋
し
利
用
し

　
　
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
「
出
歯
」
で
登
場
す
る
。
し
か
し
、
今
日
確
認
で
き
る
脚
本
（
黙
阿
弥
全
集
第
二
七
巻
）
で
は
「
怪

　
　
典
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
上
演
直
前
に
何
ら
か
の
事
情
で
名
前
の
変
更
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
か
。
当
時
の
別

　
　
の
媒
体
を
確
認
す
る
に
、
辻
番
付
（
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
）
、
役
割
番
付
（
抱
谷
文
庫
蔵
、
資
料
館

　
　
紙
台
本
に
よ
る
）
で
「
修
験
者
減
敬
」
、
絵
本
番
付
（
蓬
左
文
庫
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
資
料
館
紙
子
本
に
よ
る
）
で
「
快
典
」
と

　
　
こ
ち
ら
も
齪
齪
を
き
た
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
読
売
新
聞
」
明
治
十
一
年
六
月
七
日
朝
刊
記
事
で
は
「
武
田
家
の
間
者
玄
敬
法

　
　
師
」
と
あ
る
。
そ
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
今
は
指
摘
に
留
め
て
お
く
が
（
無
論
、
快
典
を
変
更
後
と
推
定
し
て
い
る
）
、
そ
う
し

　
　
た
命
名
変
更
が
直
前
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
競
合
す
る
正
本
写
の
制
作
時
期
に
違
い
を
み
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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（
同
一
九
九
頁
）

こ
の
点
、
新
出
本
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
「
玄
敬
と
い
ふ
法
師
が
」
と
い
っ
た
表
現
が
丁
附
記
載
に
い
う
三
丁
表
に
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
四
丁
表
に
腕
組
み
す
る
人
物
は
「
怪
典
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
新
出
本
が
、
錦
栄
華
版
と
山
松
堂
版
の
中
間
に
位

置
す
る
急
ご
し
ら
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
内
容
的
に
は
錦
一
堂
版
ほ
ど
に
演
目
内
容
と
の
齪
齪
は
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
拙
論
で
触
れ
た
よ
う
に
、
よ
り
一
層
錦
栄
堂
版

の
正
本
写
の
性
急
な
つ
く
り
ざ
ま
に
思
い
を
い
た
す
と
と
も
に
、
演
目
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
を
め
ぐ
る
正
本
写
三
点
の
競
合
ぶ
り
を
覗

わ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

山本和明

影
印
と
翻
刻

　
以
下
、
禾
口
角
文
庫
蔵
本
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
特
に
後
ろ
表
紙
の
側
の
虫
損
甚
だ
し
く
判
読
で
き
な
い
処
も
多
い
。
裏
打
ち
の
施
さ

れ
た
新
出
本
の
現
状
は
影
印
に
て
確
認
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
う
。
出
来
る
だ
け
解
読
す
る
こ
と
に
心
が
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
〈
凡
例
〉

　
　
※
□
…
虫
損
の
た
め
判
読
不
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
※
（
）
〈
　
V
「
」
／
・
等
の
符
号
…
論
者
に
よ
る
補
記

　
　
※
翻
刻
に
際
し
、
一
字
下
げ
・
改
行
は
任
意
に
施
し
て
い
る
。
ま
た
句
読
点
・
濁
点
も
同
様
。

　
　
※
読
み
の
順
序
を
示
し
た
符
号
は
翻
字
し
て
い
な
い
。
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〈
摺
付
表
紙
〉
「
守
川
周
重
筆

ま
つ
の
さ
か
え
ち
よ
だ
の
し
ん
と
く

松
栄
千
代
田
神
徳
」

七
四
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山本和明

〈
見
返
し
〉

ま
つ
　
さ
か
へ
ち
　
よ
　
た
　
　
し
ん
と
く

松
の
栄
千
代
田
の
神
徳

「
俳
優
連
名
」
／
市
川
左
団
次
・
坂
東
家
橘
・
市
川
小
団
次
・
市
川

団
右
衛
門
　
尾
上
菊
五
郎
　
岩
井
小
紫
・
中
村
宵
蔵
・
中
村
仲
蔵

・
岩
井
半
四
郎
・
市
川
団
十
郎
　
尾
上
麟
五
郎
・
大
谷
門
蔵
・
坂

東
喜
知
六
・
市
川
猿
十
郎
　
尾
上
菊
之
助
・
岩
井
粂
三
郎
・
中
村

仲
太
郎
　
小
川
幸
対
・
中
村
荒
次
郎
・
岩
井
て
う
じ
・
岩
井
し
げ

松
　
市
川
団
八
・
中
村
成
右
衛
門
・
沢
村
由
蔵
・
尾
上
尾
登
五
郎

・
坂
東
竹
次
郎
・
中
村
欝
欝
・
中
村
鳩
蔵
・
坂
東
三
太
郎
・
市
川

宝
作
・
市
川
幡
右
衛
門
・
市
川
翻
す
じ
・
坂
東
等
之
助
・
沢
村
清

十
郎
（
丁
付
ナ
シ
）
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縫
鵜
．
、
頻
擁
鮨
浮
繋

辮
蛾
灘
欝
轍

き
っ
『
　
蓬
葺
§
霧
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

㌔
ド鴫ダ

悩
中
壁配

紘
膨
．
驚
調
礁
饗

菊
五
郎
／
家
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山本和明
ダ
￥苓

ξ
蹴轟

　
　
　
　
　
や
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
っ
ら
っ

序
幕
　
岡
崎
八
幡
の
類
同
陣
中
大
高
兵
根
入
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
　
　
へ
っ
ら
っ

　
億
川
元
康
に
、
今
川
義
元
か
ら
大
高
の
城
へ
兵
根
入
の
事
を
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
ち
っ
く
ん
き
　
　
　
　
　
と
こ
ろ

の
ま
れ
、
こ
は
義
元
の
な
ん
だ
い
と
陣
中
軍
議
に
及
ぶ
所
の
ほ
っ

た
ん
。

　
　
　
　
　
　
み
さ
ら
み

二
幕
目
　
三
州
識
見
村
の
場

　
　
　
　
　
た
か
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ま

　
家
泰
公
が
鷹
野
の
折
か
ら
、
百
姓
の
権
右
エ
門
が
沼
に
お
ち
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
く
　
　
　
た
　
つ
く

り
こ
ま
る
所
を
、
手
つ
か
ら
ひ
き
あ
げ
て
い
た
は
る
仁
心
。
道
具

ま
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
カ
　
　
て
い

廻
っ
て
、
権
右
エ
門
が
住
家
の
体
。
家
泰
公
が
た
ち
よ
っ
て
休
息

　
お
よ
　
　
　
　
　
　
　
も
す
め
　
　
　
　
　
そ
ち
ゃ
　
　
　
　
　
は
っ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ほ
か
た
ち

に
及
ぼ
る
と
、
娘
お
万
が
鯛
茶
一
ツ
と
潮
け
に
さ
し
出
す
。
容
貌

　
　
　
　
つ
ま
　
　
　
　
　
ひ
な
　
　
　
　
ま
れ
　
　
　
　
み
そ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

と
い
ひ
、
爪
は
つ
れ
鄙
に
は
稀
な
と
見
初
、
思
ひ
入
れ
。
後
に
至

り
て
此
娘
が
お
万
の
方
と
な
る
。

三
幕
目
　
駿
州
三
保
の
浦
の
場

　
家
泰
公
御
殿
の
場
に
て
、
天
津
乙
女
が
唄
繋
る
り
の
相
方
に

　
　
　
　
　
つ
ら
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
か
た
　

ひ
か

て
、
三
保
の
浦
辺
に
あ
ら
は
れ
出
、
松
の
根
方
に
光
り
あ
る
玉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
は
て

見
付
て
手
に
と
る
所
へ
、
上
手
の
あ
し
原
お
し
わ
け
て
、
光
秀
・

　
　
　
　
　
　
　
よ

信
長
が
う
か
“
ひ
寄
る
見
へ
の
う
ち
、
天
津
乙
女
が
、
ひ
き
ぬ
き

に
て
（
2
丁
表
）
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餓雛議　、

　詠t　㌧
　　妻ぽ’　工
臨　　　　　　ダ

ぎ　樋　鯨㌃

諺ひ縫
鹸農、補

　駆麟
　　　叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
　
　
し
つ
　
　
め
　
　
す
か
た
　
　
　
　
　
　
た
が
い
　
　
　
　
あ
ら
そ
　
　
　
　
　
ま
つ
さ
い
し
ょ

た
ち
ま
ち
賎
の
女
の
姿
と
な
り
、
互
に
玉
を
争
っ
て
、
先
最
初
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
は

は
信
長
が
と
り
、
夫
を
光
秀
が
奪
ふ
所
へ
、
む
か
ふ
の
揚
幕
よ

り
、
此
下
藤
吉
が
又
そ
の
中
へ
わ
っ
て
入
り
、
光
秀
の
玉
を
取
返

　
　
し
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
ろ

す
。
始
終
だ
ん
ま
り
の
し
う
ち
。
折
か
ら
明
神
の
社
の
う
ち
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
す

家
泰
公
が
立
出
て
、
至
難
其
玉
を
に
ぎ
る
と
き
、
薄
ド
ロ
ー
に

　
　
カ
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て

て
道
具
替
と
、
家
泰
公
の
お
居
間
の
体
に
て
、
借
は
今
の
は
夢
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
み

あ
り
し
か
と
、
天
下
を
握
る
思
入
に
て
笑
を
含
む
の
思
ひ
入
れ
の

と
こ
ろ
へ
、
山
方
山
城
・
柏
原
小
平
太
・
誉
田
作
左
エ
門
お
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
て
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く

軽
き
や
う
ゑ
つ
と
す
・
み
出
、
君
を
祝
し
て
諸
人
が
、
羽
衣
の

ま
ひ
　
　
　
　
　
あ
っ
ま
あ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た

舞
の
手
に
東
遊
び
の
か
ず
一
と
目
出
度
謡
ふ
て
幕
。

四
幕
目
　
御
曲
輪
内
灘
遊
覧
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し

　
惣
座
中
が
出
て
長
唄
の
惣
踊
り
。
中
に
交
っ
た
永
見
村
の
弥
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

郎
に
信
泰
が
目
を
つ
け
て
、
始
終
は
役
に
立
者
を
武
士
に
取
立
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
は
し
も
の
　
　
　
け
ん
け
い

へ
る
］
段
。
折
か
ら
武
田
方
の
間
者
に
て
愚
論
と
い
ふ
法
師
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
っ
し
よ
　
　
ま
い

家
泰
の
御
台
築
山
御
前
ひ
そ
か
に
密
書
を
参
ら
す
れ
ば
、
う
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ば

く
仕
打
で
道
具
か
わ
る
と
、
家
泰
公
の
御
殿
の
場
に
て
、
御
側
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

伺
公
の
誉
田
作
左
エ
門
に
、
先
日
抱
へ
た
こ
し
元
お
万
が
く
わ
い

　
　
　
　
　
　
　
た
ね
　
　
な
そ
　
　
　
　
そ
れ
　
　
し
ら

に
ん
し
た
は
予
が
胤
と
謎
し
て
夫
と
知
す
れ
ど
（
3
丁
表
）
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戸・

　
獲
蝿

諺。

　
　
　
ダ
w

　
　
　
》
轟
。

　
轡箭

箪
葦

蔦
㌦鍵

鋒
編

衛拶

薮　
　
解

盤澱
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
　
　
と
け

む
か
し
か
た
ぎ
の
作
左
エ
門
ゆ
ゑ
、
君
の
詞
の
解
か
ね
る
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ユ

ち
。
さ
て
そ
の
幕
を
引
返
す
と
、
奥
御
殿
広
庭
の
場
で
、
弦
に
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぼ
ね

台
築
山
御
前
が
、
藤
浪
・
は
ち
す
・
く
つ
わ
な
ど
い
ふ
局
三
人
に

み
つ
い
　
　
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ
　
　
ふ
　
き

密
意
を
含
め
、
お
万
を
そ
こ
へ
よ
び
出
し
て
、
誰
と
不
義
し
て
く

わ
い
に
ん
し
た
白
状
し
や
と
、
せ
め
せ
っ
か
ん
。
ま
こ
と
は
君
の

　
た
ね
　
　
　
　
　
　
そ
れ
　
　
し
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
め
　
　
　
な
ほ

御
胤
ゆ
へ
、
夫
と
白
地
に
い
ひ
か
ね
て
匿
ば
、
尚
も
築
山
御
前

　
　
　
　
　
　
ね
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
り
と
　
　
つ
ぼ
ね
ら

は
、
し
っ
と
の
念
の
ふ
か
き
よ
り
、
お
ひ
げ
の
塵
取
る
局
等
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
つ

ゑ
ん
り
よ
ゑ
し
や
く
も
あ
ら
一
し
く
、
お
万
を
手
ひ
ど
い
打
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
た
　
　
　
　
　
　
　

　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
か
た
り

や
く
の
そ
の
場
へ
、
誉
田
作
左
エ
門
と
鳥
居
半
蔵
の
二
個
が
出

て
、
お
万
を
さ
ら
っ
て
に
げ
ん
と
す
る
。
ハ
4
丁
表
）
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e　tnd∵、

黛

八
○

五
幕
目
　
浜
松
の
城
大
広
間
の
場

　
　
　
　
　
け
い
り
ゃ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
っ
し
よ

　
彼
武
田
方
の
計
略
に
て
、
さ
き
に
密
書
を
法
印
に
も
た
せ
て
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
こ

川
家
へ
送
り
し
こ
と
の
、
は
や
く
も
尾
張
の
懸
鯛
へ
聞
へ
、
ぎ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
ゃ

ん
の
も
と
み
と
な
り
し
ゅ
へ
、
高
井
左
エ
騒
騒
を
使
者
と
し
て

　
　
へ
ん
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
き
　
か
か
　
　
　
　
　
た
や
す
　
と
け

種
々
弁
解
に
及
べ
ど
も
、
狐
疑
深
け
れ
ば
軽
く
難
ず
。
此
上
は
嫡

　
　
　
　
か
ひ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ね
ん
　
　
は
ら

子
信
泰
に
欄
然
な
が
ら
も
切
腹
さ
せ
、
信
長
の
疑
念
を
晴
さ
ん
か

と
、
家
泰
公
の
御
前
に
お
い
て
誉
田
作
左
エ
門
・
鳥
取
半
蔵
・
山

　
　
　
　
　
み
な
ら
　
　
　
　
　
し
っ
ち
や
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
き

方
山
城
等
が
居
並
び
て
大
評
定
に
及
び
し
す
へ
、
余
儀
な
く
切
腹

け
つ
ち
や
フ

と
決
定
し
て
、
山
方
・
鳥
取
両
人
に
此
御
使
を
命
ぜ
ら
れ
、
両
三

　
　
　
　
　
た
ち
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
つ
た
い

も
そ
の
座
を
立
兼
る
。
父
子
君
臣
の
情
態
を
一
場
に
ま
と
め
て
道

　
ま
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゃ
く

具
廻
る
と
、
二
股
城
中
の
場
で
、
億
川
の
嫡
男
信
泰
が
小
姓
の
宮

　
　
　
　
と
ら

崎
主
水
を
捕
へ
、
今
朝
を
取
上
げ
し
時
、
あ
や
ま
ち
に
も
せ
よ
予

　
み
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
と
き
　
や
っ
て
フ
ち

が
眉
見
に
傷
を
つ
け
た
る
不
届
な
奴
手
討
に
す
る
と
（
5
丁
表
）
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は
ら

き
び
し
い
腹
だ
ち
。
ま
っ
し
ば
ら
く
と
弥
八
ら
が
出
て
君
を
宥
む

　
ニ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま
　
　
と

る
辞
に
め
ん
じ
て
、
長
の
暇
を
取
ら
す
る
も
、
こ
は
信
泰
の
内
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
つ
ち

に
、
は
や
切
腹
の
お
使
の
来
ら
ん
こ
と
を
承
知
し
て
、
い
か
り
に

　
　
　
　
　
　
い
と
ま

事
よ
せ
家
臣
等
に
暇
を
や
る
と
い
う
し
こ
な
し
。
程
も
あ
ら
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
つ
け

山
方
山
城
・
鳥
取
半
蔵
両
人
が
、
家
泰
公
御
使
と
て
座
に
は
着
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
ら
ふ

も
信
泰
の
心
の
う
ち
を
察
し
け
り
。
い
ひ
出
し
か
ね
て
猶
豫
を
、

　
　
　
　
し
や
ノ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
あ
い
　
　
ゐ
カ

と
く
よ
り
承
知
の
信
泰
が
、
父
の
慈
愛
の
深
か
る
に
、
夫
に
引
か

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

へ
母
築
山
御
前
、
殊
に
不
仁
の
信
長
と
、
歯
を
く
ひ
し
め
る
遣
恨

　
　
　
　
し
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
ん
い
　
　
　
　
　
　
は
た
　
　
　
ぬ
い
　
　
か
く
こ

の
面
色
。
辞
世
の
一
首
を
詠
ぜ
し
上
、
肌
お
し
脱
で
覚
悟
の

せ
っ
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
し
ゃ
く

切
腹
。
半
蔵
と
く
一
介
錯
と
仰
せ
は
あ
れ
ど
き
り
か
ね
て
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　
　
は
て

を
わ
す
る
・
男
な
き
。
斯
て
は
難
じ
と
山
城
が
、
い
た
わ
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
な
　
　
わ
れ

ら
御
首
を
お
も
ひ
き
っ
て
う
ち
お
と
し
、
か
へ
す
刀
に
我
と
わ
が

も
と
　
り
か
つ

髪
　
弗
と
き
り
す
て
・
高
野
へ
登
る
と
い
ふ
仕
う
ち
に
て
、
す
ぐ

に
此
幕
を
引
返
す
と
、
以
前
の
大
広
間
の
（
6
丁
表
）
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響
霧
当
確
藩

￥
鐸
傭
綾
顎
，
」
野
墾
網
。
謬
託
．
毒
，

簿議
等

　
塚
豫
胤
・
、

毒

鷺
燭
鵡
鱗
鵡

誕　
　
　
　
郵
壽

八
二

体
に
な
り
、
首
桶
か
一
え
て
鳥
取
半
蔵
し
ほ
一
と
し
て
た
ち
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
に
か
ほ

ど
り
、
御
前
へ
直
せ
ば
、
家
泰
公
見
れ
ば
替
り
し
懸
子
の
死
顔
。

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い

心
で
泣
け
ど
目
に
な
か
ぬ
例
の
仕
打
。

六
幕
目
　
伊
賀
越
御
難
の
場

　
天
正
十
年
六
月
二
日
、
み
や
こ
本
能
寺
に
お
い
て
武
智
の
た
め

　
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

に
試
せ
ら
れ
た
る
変
に
よ
り
、
伏
見
を
た
ち
の
く
家
泰
公
が
、
誉

　
　
　
　
　
き
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
し
く
　
　
　
　
　
　
カ
ん
せ
き
そ
ひ

田
平
八
郎
・
柏
原
小
平
太
・
近
藤
伝
次
郎
を
召
倶
し
て
、
岩
石
從
耳

ゆ
る
山
越
に
、
た
“
さ
へ
あ
ゆ
み
な
や
め
る
を
、
ゆ
く
さ
き
ぐ

　
の
　
　
か
　
し
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

に
野
武
士
等
が
お
ち
う
人
や
ら
ぬ
と
さ
へ
ぎ
る
ゆ
ゑ
、
ほ
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ん
　
　
き
わ
　
　
　
　
し
さ
つ

な
ん
ぎ
に
た
へ
か
ね
て
、
は
や
家
泰
の
運
の
究
め
、
黙
殺
す
る
よ

　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
　
　
カ
く
こ

り
外
は
な
し
と
、
既
に
覚
悟
と
見
へ
た
る
所
へ
、
折
か
ら
猟
師
の

　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
っ
く
ち
か
ら
　
　
も

八
蔵
が
出
、
御
道
案
内
仕
る
と
い
ふ
に
、
主
従
力
を
得
て
、
（
7

丁
表
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こ
へ

伊
賀
路
を
越
て
神
風
の
伊
勢
の
白
子
へ
い
そ
ぎ
行
。

七
幕
目
　
勢
州
白
子
浜
辺
の
場

　
か
と
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
角
屋
と
い
ふ
廻
船
間
や
。
と
き
に
戸
主
の
七
郎
次
が
、
母
の
な

　
　
カ
ん
ひ
や
つ
　
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
し

ぎ
さ
の
眼
病
を
厚
く
い
た
わ
る
孝
子
の
し
こ
な
し
。
折
か
ら
こ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　

し
っ
し
や

へ
柏
原
が
す
が
た
を
参
宮
の
同
者
に
打
扮
、
家
泰
公
以
下
従
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ん
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
て
し

い
ざ
な
ひ
、
三
州
ま
で
の
便
船
を
た
の
む
人
躰
か
つ
こ
う
に
、
さ

　
　
　
さ
と

て
わ
と
悟
る
七
郎
次
が
、
か
ね
て
武
智
の
家
来
等
出
船
は
な
ら
ぬ

　
か
れ

と
触
た
れ
ど
、
謂
い
た
わ
し
き
御
あ
り
さ
ま
を
た
す
け
ん
も
の
と

し
あ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
と
つ

思
案
し
て
人
目
を
い
と
へ
ば
、
行
燈
を
ア
レ
浜
風
が
と
い
ひ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ひ
ろ
つ
く
　
　
　
お
や
こ

ら
、
わ
ざ
と
ふ
き
け
し
く
ら
や
み
に
て
心
尽
し
の
母
子
が
も
て
な

　
　
し
つ
い
　
　
か
ん

し
。
実
意
を
感
じ
て
（
8
丁
表
）
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灘黒

旗
纂

撚
土
器
一

選

灘

蕪

翻

讐麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
　
　
　
な
の
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
か
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は

家
泰
公
が
名
告
を
、
人
や
れ
聞
ん
と
心
を
配
り
て
船
に
と
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
か
た
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
つ

ひ
、
家
泰
公
と
柏
原
を
干
鰯
俵
の
下
に
か
く
せ
し
。
か
・
る
危
急

　
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
ぬ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み
こ
　
　
し
た
か

の
折
も
折
、
武
智
の
家
来
鷺
沼
九
郎
兵
衛
、
強
兵
を
率
へ
立
出

て
、
出
船
無
用
と
と
“
む
る
所
へ
、
同
役
野
沢
弥
十
郎
が
か
ね
て

　
　
　
き
つ
お
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た

鶴
川
に
旧
恩
あ
れ
ば
、
ま
つ
織
れ
よ
と
其
所
へ
出
て
作
事
に
ま
ぎ

　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
は
ら

ら
し
い
ひ
解
け
ど
、
い
っ
か
う
聞
ぬ
九
郎
兵
ヱ
が
、
此
上
は
念
晴

　
　
　
　
　
　
や
り

し
と
た
ち
ま
ち
槍
を
お
つ
取
て
、
ほ
し
か
た
わ
ら
に
つ
き
こ
め

ば
、
い
な
一
こ
れ
わ
と
お
ど
ろ
く
う
ち
、
見
通
し
よ
ろ
し
い
イ

　
　
　
　
　
　
　
な
り
た
す
　
　
か
ん
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
つ
な

ザ
出
舟
と
弥
十
郎
投
出
す
鑑
札
。
天
の
た
す
け
と
纏
を
と
く
所
に

て
幕
に
な
り
、
か
へ
す
と
三
州
沖
ほ
し
か
舟
の
場
で
ま
へ
の
ま
く

に
な
る
。
（
9
丁
表
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お
り
て

ほ
し
か
舟
の
追
楓
購
う
け
て
は
し
る
折
か
ら
、
板
子
の
□
懸
り
家

泰
公
と
柏
原
の
二
個
が
出
て
舟
出
の
時
の
あ
や
う
さ
を
、
七
郎
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け
ゆ
き

と
は
な
し
の
う
ち
、
は
や
し
の
・
め
と
難
行
て
か
な
た
に
朝
日
さ

し
の
ぼ
れ
ば
、
は
る
か
に
三
州
大
浜
の
見
ゆ
る
に
、
一
同
よ
ろ
こ

　
　
　
　
　
つ
ん

び
て
君
の
御
運
の
目
出
度
を
供
に
祝
せ
る
見
取
に
て
幕
。

八
幕
目
　
京
都
億
川
旅
館
の
場

　
こ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
く
わ
ん

　
弦
に
関
白
秀
吉
公
が
自
身
に
億
川
の
旅
館
へ
来
て
、
家
門
一
打

　
　
　
　
ら
ん
し
つ
ま

む
か
ひ
、
乱
鎮
っ
て
治
に
い
た
り
、
秀
吉
天
下
を
に
ぎ
れ
ど

　
　
　
　
　
せ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

も
、
射
顔
の
席
□
□
貴
兄
が
｝
瞭
側
に
ヘ
イ
窺
＼
云
て
□
□
□
の
大

名
が
屈
せ
ね
ば
、
く
れ
ぐ
頼
と
□
つ
た
後
、
是
か
ら
以
前
の
藤

吉
で
難
く
つ
ろ
い
□
議
し
□
□
、
世
話
と
時
代
を
仕
わ
け
た
仕
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
レ
め
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ら
く

ち
。
此
幕
を
引
返
す
と
聚
楽
吻
御
前
対
面
の
場
で
、
嫁
榛
公
に
は

礼
服
に
1
備
前
へ
し
づ
一
進
ま
偽
猟
ば
、
正
絹
の
畑
簾
球
塾
雪

げ
て
、
威
儀
を
正
夢
□
秀
吉
公
の
対
顔
の
う
へ
狐
の
革
の
陣
羽
織

を
賜
は
□
□
□
ふ
の
大
詰
。
　
　
千
歳
万
秋
大
々
叶
（
9
丁
裏
）

劇
場
茶
屋
／
東
側
過
分
／
菊
岡
／
近
江
屋
・
丁
子
屋
・
山
田
屋
・

筑
前
屋
／
中
村
屋
／
熱
り
ん
／
武
田
屋
（
以
上
上
段
）
／
川
嶋
／
西

側
千
分
／
新
武
蔵
屋
／
家
形
屋
／
上
総
屋
／
紀
伊
国
屋
（
以
上
中

段
）
／
相
模
屋
／
越
前
屋
／
美
し
ま
／
さ
る
屋
／
三
州
屋
／
平
野

屋
・
大
和
屋

明
治
十
一
年
六
月
十
四
日
御
届

　
　
灘
酒
高
訓
□
□
□
□
□
十
八
番
地

　
　
出
版
人
　
□
□
□
騒
騒
□
謹
聴
地

縄
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